
比較的調査しやすい財産です。
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司法書士 吉川 豊 主な取扱い業務
ＴＥＬ ０５６２－９１－４３５０ ✓相続・遺言の作成支援・成年後見等
豊明市西川町島原２－２ シマ原ビル１０３ ✓不動産の贈与・売買・担保権抹消
業務時間：平日９時～１８時 ✓会社設立・役員変更・目的変更

（事前のご予約で、時間外・土日も対応可能です。） 吉川事務所 豊明市

今月のテーマ 「遺産分割内容の検討」

毎日暑い日が続いていますが、皆さま体調はいかがで
しょうか？クーラーを上手に使いながら暑い夏を乗り切り
ましょう！

さて、８月９日（土）に第１２回相続セミナー「笑顔相
続の作り方」の開催が決定しました。参加費無料・予約不
要ですので、是非ともご参加ください。

記

日時：８月９日（土）１４：００～１６：１５
（受付開始１３：４５～）

場所：豊明市商工会館 １階ホール（定員３０名）
講師：棚瀬誠弁護士、加古渉税理士、吉川豊司法書士
講師３名が「相続」をテーマにリレー方式で講演します。

その後、「認知症」をテーマにパネルディスカッションを
行います。

「相続セミナー開催のお知らせ」ごあいさつ

（当事務所ＨＰ）

１．まず最初に・・・
相続人及び遺産の範囲が確定したら、次に、どの遺産を

相続人の誰が取得するかを話し合いで決めていきます。こ
れを「遺産分割協議」といいます。

遺産分割協議は相続人全員で行う必要があります。
また、相続人全員が合意していれば、法定相続分と異な

る割合（例えば、特定の相続人が何も取得しない）とする
こともできます。

２．遺産分割の基準
「遺産の分割は、遺産に属する物又は権利の種類及び性

質、各相続人の年齢、職業、心身の状態及び生活の状況そ
の他一切の事情を考慮してこれをする。」と、民法に規定
されています。

例えば、事業用の不動産を事業経営者の相続人とそうで
ない相続人が持分で取得することで事業に支障が生じるお
それがある場合、事業経営者である相続人が当該不動産を
単独で取得し、他の相続人には代償金などを支払うことで
相続人の公平を図ることになります。

３．遺産分割の回数
遺産分割は１回の話し合いで遺産全部について取得者を

決めることが多い（原則）ですが、一部の遺産についての
みすることも認められています。これを「一部分割」とい
います。

例えば、相続税を支払うための現金を準備するために不
動産を売却しなければいけない場合、一部分割を行うこと
があります。

一部分割は、①相続人全員が一部分割であることを認識
しているか、②残りの遺産で他の相続人の公平を図ること
ができるかということに注意を払う必要があります。

４．遺産分割の方法
遺産分割の方法には、（１）現物分割、（２）代償分割、

（３）換価分割の３種類があります。

（１）現物分割
不動産・預貯金・株といった現物をそのまま相続人に配

分する方法で、遺産分割の原則的な方法です。

（２）代償分割
現物を特定の相続人が取得し、現物を取得した相続人が

他の相続人に金銭等を支払う方法です。
代償分割は、現物を物理的に細分化することで価値が低

下する場合や物理的に細分化できず共有とすることで権利
関係が複雑になる場合に活用することで、価値の低下や複
雑な権利関係を回避でき、かつ現物を取得した相続人とそ
うでない相続人との公平を図ることができます。

例えば、遺産が自宅の土地・建物のみの場合、自宅の土
地・建物は長男が取得し、遺産を取得できなくなる長女に
は、長男が法定相続分相当の金銭を支払うというものです。

（３）換価分割
遺産を売却し、売却代金を相続人間で配分する方法です。
換価分割は、①現物を現金に換えて配分することで取得

する遺産の多寡の調整を図ることができる、②空家となる
実家など活用されない資産を処分することにより、その後
の管理の手間や負担を抑えることができるといったメリッ
トがあります。

遺産分割の際、「現物分割」に固執していると相続人間
の公平が図られず円滑に協議が進まない場合があります。
その時は、「代償分割」「換価分割」を織り交ぜて話し合
いをしてみてはどうでしょうか。


